
さ
ら
に
盛
り
た
で
て
く
だ
患
い

持
品
目
安
骨
拘
我
孫
子
夜
明
道
資
潮
時
化
務
幾
も
絞
る
K
M
傘
山
中
世
官
後

溺
し
、
憶
さ
ん
匁
第
百
よ
り
す
っ
か
り
議
し
て
密
談
し

だ
。
そ
の
総
輸
相
、
ゴ
ミ
や
そ
の
処
浦
融
緩
爽
汐
滋
少
し
炉
り
す
る

い
っ
ぽ
う
、
蜘
制
労
笈
ど
の
間
接
関
体
の
湾
総
織
が
糊
調
う
滋
一
ど
、

一
口
一
…
燃
の
紛
擦
が
よ
が
つ
セ
い
殺
す
。

4 ニゴ地
分三ミ
のの
1 処
!こ盟
鰯経
少養護

わ
せ
て
3
5
0
4
ノ
“
2
メ
ト
ラ
ソ
ク

L
7
5
0
お
分
に
も
な
り
ま
す
e

J23菊之

醐附

待

。

柑

配
噌
且
郎

総
持
母
手

。

子27日 11
乞~0471

3，504トン

足
さ
せ
、
組
み
立
て
た
収
益
金
1
1
4

用
的
ハ

l
ソ
す
ん
無
線
3
院
や
掛
り
た

行

4
4
1
8
0
内
を
す
べ
て
治
動
資
わ
れ
日
た
7
9
式
リ
ア
ウ
1
2
台
、
ブ
i
ん
の
本

て
て
い
ま
す
二
発
足
に
臨
即
し
て
は
筑
地
を
欽
料
水
に
変
え
る
ん
遜
山
市
、
そ

L
て

学
的
出
納
則
市
的
研
究
所
に
械
的
常
に
札
師
寺
、
色
旗
寝
で
貼
附
唱
え
る
非
常
用
絞
F

カ
ン
パ

紡
災
総
銭
的
必
察
朴
刊
を
繍
感
、

3
部
が
ン
‘
ロ

l
v
夕
、
数
お
い
司
ノ
ト
湾
人
ハ
ソ
~

か
り
で
安
川
明

v
た
と
市
り
い
と
、
な
ど
け
よ
れ
か
ん
も
防
災
訓
練
や
拝
総

絞
殺
念
品
、
終
入
じ
た
の
は
緊
部
品
渡
的
村

防災器具を潜入口j鵠 i~tf8了間劇治会問

防
川
内
へ

肉
附
治
会
的
協
力
で
戦
滋
に

!?融問
2

自主会

資
疎
開
問
以
内
工
工
体
ば
子
快
ム
ペ

m
M
A説

令
付
制
吋
2
古
川
門
小
助
、
飲
滋
迎
会
、
お
れ
出
会

と
の
合
同
旅
行
、
月
に
1
度
的
行
人

島経対度対

側如
駅-高

知
問
『
瞳

袋

二

固

体

F

露

際

主

/

構

‘

ま

矧

鴫

p
b
遜
緒

川
U
M

笈

趨

hwF
決

賜

畑
地
絞
殺
は
約

4
2
1に
捜
し
ま
L

縁
側
醐

土
器
開
基
1

守
0
6

討
が
曜
事
管

制
埠
際
日
い
は
2
6
0
0
W
H
m門に〉。

*
l
I
l
l
i
-
-
-
-
l
J

と
も
子
総
き
れ
ま
す
が
、
資
源
を
持
ち

恥

E

一
線
り
、
市
か
ら
の
数
激
殺
を
お
お
い
に

奨

励

金

は

球

額

請

し

て

く

だ

き

い

臼

今

誉

会

さ

2
0
0
0万
超

え

一

い

れ

ー

め

主

主

縫

い

い

ー

!
1
1
1
*
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
i
ノ

し
れ
「
ペ
イ
バ

J
い
一
日
間
上
手
に
還
元
、
一

?
?
!
;
i
i
=
f
i
f
L
9

2り
ま

す

ョ

ピ

ン

や

カ

ン

、

新

聞

各

回

収

団

体

一

塁

{

話

器

護

軍

高

記

喜

一

塩

盛

山

旧

日

抵
は
立
派
な
案
。
再
利
開
閉
す
れ
ば
、

t

i

t

一

4

1

1

1

i

l

l

l

皆
さ
ん
へ
の
還
元
も
大
き
な
も
の
と
な

l
i
l
t
¥

市
で
は
コ
さ
の
似
し
方
、
分
け
方
に
な
域
内
ル
埼
を
必
幾
と
し
ま
す
。
川
町
時
コ

り
ま
す
σ

資
源
化
事
業
に

t
づ
て
得
h
れ
た
お
つ
い
て
仏
側
出
制
約
十
九
一
え
を
と
ョ
て
い
ま
す
る
ミ
問
中
に
ヒ
ン
や
カ
ペ
不
時
ゴ
ミ
が

ご
存
知
幻
滋
り
、
皆
さ
ん
が
一
首
相
時
間
金
は
、
自
治
余
や
チ
供
会
な
ど
の
際
収
不
明
な
点
に
つ
い
と
は
中
市
役
斜
め
波
浪
人
さ
れ
札
ゐ
と
、
域
却
炉
円
以
隙
凶
略
的

問
札
に
よ
っ
て
得
る
絞
殺
金
は
が
登
録
的
凶
体
的
緒
的
動
に
お
い
仰
い
に
役
立
て
ら

U
泣
H
V
持
減
給
所
い
い
ぷ
亡
、
約
…
止
し
い
に
な
る
は
か
け
か
、
凶
作
成
川
総
な
よ
刊
紙

芝
草
雲
業
脅
か
ら
め
売
上
五
万
れ
て
い
ま
す
。
向
付
霊
祭
議
室
波
山
で
万
初
心
々

Z
Lパ
ン

Z
Jト
き
も
了
、
と
し
と
処
分
し
て
し
ま
っ

け
で
は
あ
り
ま
せ
J
A
a

滑
か
ん
も
い
じ
ン
的
術
み
立
と
や
刊
帰
り
総
行
、
役
踊
り
及

vm帆船
駅

H
絞
併
が
鍛
え
て
為
り
ま
?
こ
と
に
な
り
ま
ふ
7
c

や
カ
シ
‘
絞
期
間
紙
な
ど
、
裁
き
に
ん
め
じ
め
税
制
刷
に
と
一
仰
い
滋
は
そ
れ
ぞ
れ
に
。
の
寸
ご
初
刊
総
く
い
ん
冬
い
。
お
お
節
約
添
い
て
い
な
い
コ
‘
、
淡
は

で
i
いw，Hい
っ
ち
5
m門、

1
後
蹴
閣
議
た
り
病
対
判
例
を
し
て
い
λ
γ
M日
出
会
下
織
ご
政
分
的
ゴ
ミ
じ
繁
付
税
金
管
収
納
慨
し
て
お
り
愛
せ
ん

JmMγ
刀
、
ム
同

開け
M
M
m
門
的
総
数
金
が
交
ゑ
わ
れ
ま
す
句
協
会
を
ぶ
紛
介
し
ま
す
切
制
悦
ゎ
此
市
で
川
山
、
ご
夜
八
万
件
守
、
、
に
災
に
は
お
名
山
的
令
ご
記
入
く
が
~
さ
い
。

札
訓
練
燃
を
ご
総
分
し
ま
す
。
防
災
漁
働
に
役
沈
て
る
刊
?
終
っ
て
い
た
ど
く
た
め
に
、
他
棋
に

d

J

J

波

慈

特

〈
?
綾
織
が
?
品
n
m
n
A
宵
の
ゆ
閥
榔
制
糊
剛
山
間
同

i
l湖
北

4war殴
閥
治
会
お
お
隣
ふ
縫
い
て
い
た
と
い
て
い
ま
す
。
機
ず
?
資
源
は
午
験
8
時
間
刊
骨
ま
で

会
資
滋
ス
ヂ
i
シ
潟
ン
に
似
し
た
機
会
v

…
防
災
門
会

L

合
党
コ
ミ
処
経
に
は
多
犯
の
繁
溺
と
広
大
じ
批
判
に
資
期
は
各
自
州
自
ご
止
に
収
民

wv
欄
円
余
波
滋
掛
端
組
制
抑
掛
桝
鳴
か
ら

i
l
l
-
-

〈ム百紙
1
い時
v
s
m
x
m
w
い
時
日
開
山
内

wv
叫
聞
か
ら
の
奨
叫
附
会

災
訓
開
l
い時〉

5
m
x
m山
》
udmm円

九

1
絞
殺
〉

m
w
m
×
1
絞指南
H
a
m
w
m

@A昔
日
前
邸
内
+
関
向
Z
T

ぬ
R
i
l
l

om門
出
品
(
古
紙
1
h
F
3
m
門
は
A
業
者
の
昭
和
初

年
3
月
1
日
制
明
立
の
潟
格
で
す
)

閉
山
祁
印
年
凌
に
閉
山
山
肌
閉
山
休
め
皆
さ
ん

が
受
け
取
っ
た
奨
日
間
金
亘
仙
波
は
2
Z
2

2
万
7
9
5
υ
内

i
山
間
体
平
均
で
は

刊一万
6
0
0
0
m円以
i
に
も
な
り
ま
す

現
在
、
開
明
念
な
が
ら
緋
料
開
聞
紙
な
ぞ
が

誕
の
相
場
~
日
間
絞
殺
位
か
り
問
問
問
燃
か
潔

い
人
れ
る
倹
段
」
が
捗
浴
し
て
い
て
も

同
州
収
殺
者
約
一
時
い
上
げ
ぷ
か
下
カ
る
恥
L

ず
れ
自
治
会
向
勝
ざ
ん
む

も
我
が
チ
一
ど
場
か
い
税
心
を
も
ら
て

協
力
v

て
く
れ
る
の
で
大
助
か
り
で
す
。

3
H
け
に
は
子
供
達
口
白
旬
、
自
治
会
全

世
帯
に
コ
ミ
袋
を
配
布
し
な
か
り
、
お

札
に
告
い
て
い
る
と
の
こ
と

F

資
均
包

す
る
し
単
一
か
漆
い
ま
す
ね
一
お
絞
め
終
わ
っ

た
品
目
討
を
、
ま
だ
絞
り
じ
来
て
い
な
い

も
の
と
感
浅
い

L
て
後
か
ら
お
す
方
が

い
ま
す
め
を
二
一
一
花
溶
く
だ
さ
い
。

機
智
ム
カ
ン
袋
、
惣
ど
り
〆
袋
は
品
川
れ
の
nv

ど
い
ら
め
か
ら
縫
っ
て
〈
だ
多
い

減
収
議
関
以
M

円
以
ゴ
ミ
を
終
判
却
に
泌
さ

な
い
で
〈
だ
惑
い

減
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
策
調
醐
で
す
。
家
感
ゴ

ミ
の
固
に
出
し
て
も
収
集
L
ま
せ
ん

V
問
い
合
わ
せ
ク
リ
弘
、
J

セ
ン
タ
ー

官
(
町

)
0
0
1
5

修6月141ol-291ol

イベント.6月15告総

329 

選

蜜

多

恵

公
選
輪
開

沼

沼

議

都
民
資
金

琴
平
ナ
氷

島
F

ご
連
絡
は
お
早
め
に

イ
ベ
/
ト
日
に
延
恥
を
昨
日
り
あ
げ
る
存
主
市
の

ベ
ロ
一
ゐ
人
を
集
め
た
出
山
釘
を
募
集
し
ま
す
r

ず匂

計
年
の
あ
や
め
祭
時
咋
て
こ
応
募
く
だ
さ
い

今
年
は
き
わ
に
あ
や
V
E
r
付
時
間

coηsnま
て

内
問
符
も
市
4

へ

か

V

出

席

料

l
K附
に
つ
草
2

れ
ん
な
長
が
向
日
き
ん

0
0
0
何
一
持
金
M

使
用
す
伶

の
日
を
慌
し
ま
せ
て
時
か
は
地
に

l
u
o
o
m
n…

V
濃
縮
党
問
中
間
門
別
)
日
刊
?



|慨 5. 16 (2) 

テー吃/共はつくろう患いへの封:忠

ま
だ
若
い
か
ら
と
地
人
ご
と
の
よ
う
立
怒
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
「
老
い
」
は
詮
も
ガ
避
け
て

通
れ
ま
せ
ん
。
高
齢
化
社
会
へ
お
新
し
い
対

応
を
、
共
に
作
り
だ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ハ
O
問
開
錦
、
村
山
田
シ
リ

i
ズ
で

チ
と
も
会
的
活
動
は
、
大
人
内
組
織

と
し
て
の
育
成
会
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

チ
ど
も
た
ち
{
自
身
内
力
で
行
わ
れ
ま
す
。

伐

係

チ

市

も

本

年

俊

中

心

は

、

〈

勢

初

焚

1

0

0

0

仰

い

子

ど

も

た

ち

S
ら
が
、

7
ど
も
会
を

以
上
的
人
日
比
ゐ
7
%
に
突
入
“
い
よ

wv
内
総
本
公
務
総
淡
一

9
mパ
と

2

日

付

遂

掛

お

し

て

い

〈

た

め

の

知

議

や

技

術

ぞ

い
よ
《
的
化
市
に
入
り
ま
寸
ω

約

zm時
土
凶
略
的
u
午

後

…

殺

人

隠

燃

や

市

内

J

長
山
地
に
友
だ
ち
を
つ
く
り
な
か
ら

ム

ザ

ん

に

か

つ

て

は

刊

験

ー

た

ニ

と

の

な

い

本

間

叫

弘

擦

に

党

総

約

九

い

州

側

わ

っ

て

い

る

身

に

つ

け

て

い

き

ま

せ

ん

か

。

新
し
い
社
会
的
烈
織
で
す

d

ん7
こ
ぞ
品
軍
部
同
州
、
川
同
体
制
執
務
総
を
お
総
務
し
ま
す
一

wv
柑
都
銀
対
象
各
地
域
内
子
と
も
会
的

人
か
人
間
h
し

く

生

き

、

緩

い

る

こ

と

本

会

開

間

半

滋

~

4

間

内

水

滋

門

日

午

総

)

6

6

年

放

阻

ま

た

は

子

ど

も

ん

官

舎

っ

か

で

き

る

よ

う

に

、

旧

来

的

名

後

絞

を

先

進

陥

地

域

内

フ

ィ

品

ふ

や

一

間

同

し

さ

地

域

紛

く

り

た

い

と

絞

っ

て

い

る

お

・

6

埠
然

見
直

L
、
新
し
い
対
応
、
億
悼
…
叩
慨
を
伯
仲
動
的
申
火
災
後
体
を
綴
い
て
の
時
中
削
問
。
行

w
v
骨
骨
加
後
1
人
目
。

om門
〈
6
内
1

り

た

す

時

期

と

い

え

ま

し

ょ

う

し

政

の

係

官

時

銘

柄

及

ぴ

間

同

体

と

の

帥

相

談

合

目

に

数

以

し

ま

す

~

守
年
度
は
、
さ
勺
に
前
向
き
に
考
え
キ
グ
ル
ー
プ
制
抑
学
習
「
7
M
刊
本
町
時

M

V

応
務
方
法
ハ
ガ
キ
に
片
時
柄
、
氏
名
‘

実

践

し

て

い

〈

こ

と

の

必

要

を

設

え

、

午

前

)

お

表

参

照

生

年

内

月

日

、

保

泌

お

お

、

学

校

名

、

イ

J
L
{
弘

:

と

も

に

学

U
ム
ロ
う
仲
間
を
募
集
し
ま
す
ρ

V
申

し

込

み

ハ

カ

キ

に

伎

緑

、

氏

色

、

ど

も

畿

各

と

「

子

ど

も

会

5

・

6

ま

材

料

数

め

す

る

ニ

言

問

問

、1
2
'
三
、

J

〆
F

V

期
間
6
月
か
、

h

つ
来
年
Z

H
け
ま
で
の
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
グ
ル

i

耕
低
金
参
加
給
付
駕

L
t明
記
の
上
、
我
を
対
て
い
勺
は
い
に
々
宏
司
ア
j

、

撃

が

J
M院

F

d

u
洲
ン
リ

i丈
プ

名

を

明

記

宝

、

我

孫

子

1

6

8

4

孫

子

1

3

4

、

審

委

員

会

社

会

教

に

、

雪

印

翠

Z
2
r
z
i
t
z臨
む
む
く
な
る
は
ど

J
d
g
t
z
v会
場

市

民

会

館

教

務

長

員

会

役

会

教

育

課

内

社

会

教

育

育

課

青

少

年

係

へ

、

5

月

回

目

(

消

印

豆

、

必

刊

の

芸

員

古

賀

沼

ま

た

、

得

門

家

に

よ

る

さ

し

牛

肉

枚

方

r
z
tふ
f

i

¥

1

V
対
銭
関
心
の
あ
る
方
宇
り
ど
告
た
い
旬
、
ミ
ナ

i
ん
念
一
桝
e

運

営

呆

覧

会

一

昨

へ

有

効

)

ま

で

に

申

し

込

ん

で

く

だ

さ

い

P

公
一
部
下
ふ
か
れ
ま
L
ぺ
絞
本
や
も
ぞ
的
ワ
ン
ホ
f
/
}
ア
ド
バ
イ
ス
に

約
一
川

i
副
l
J川
い

一

川

配

で

…

ι

ら
汚
対
日
{
消
印
有
効
〉
ま
て
に
申
し

V
主

催

子

ど

も

会

育

成

会

連

絡

協

議

雲

主

題

J
り
安
く
詫
え
る
と
も
多
〈
的
自
民
か
熱
心
に
聞
き
人
つ

つ

シ

…

、

…

的

弘

れ

終

日

…

終

日

時

ん

て

く

だ

き

い

L

会

あ

っ

て

人

出

は

上

々

も

昨

年

を

J

て
い
ま
し
た
，

ず

い

…

榔

斌

…

そ

、

そ

ス

s
p
h

…

多

、

し

か

…

…

判

長

山

口

、

…

げ

吋
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話

し

合

わ

せ

社

長

普

普

義

高

い

合

わ

せ

社

主

主

青

少

年

凶

主

導

者

で

に

Z
い
ま
し
た

-
A
E加
え
た
他
木
ま
つ
け
。
伶

ιγ

品

川

…

上

下

什

れ

~

一

叱

り

と

…

す

災

問

問

岱

〈

部

〉

2

5

1

1

係

官
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師

)
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1

1

終

に

人

気

を

呼

ん

だ

の

か

、

首

々

に

F
手
書
し
て
い
る
よ
う
す
で
す
戸

も

附

則

…

地

問

一

い

ち

地

…

介

・

日

一

ま

に

る

…

設

o
y況
か

ん

一

印

刷

入

と

…

し

う

祭

霊

護

祭
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歪
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禁
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芸
護
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芸
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十

一

二

け

一

仁

中

せ

一

・

路

哨

門

絞

殺

J

光
安

L
d成
づ
〈
別
的
平
均
し
苛
命
を
行
え
た
均
一
へ
目
、
…
人
と
三
、
は
、
切
実
な
間
同
町
田
と
い
え
主
1
」

た

に

一

て

ま

一

殺

も

ま

一

人

賞

、

ω

市

内

総

i

す

涼

し

い

一

験

て

き

一

朝

飼

う

す

分

て

ま

り

対

液

」

「

働

く

冷

答

ら

L
に
弘
る
可
能
川
円
円
高
い
主
性
に
ょ
う
や

位

。

月

一

一

計

ご

む

吋

J

一

引

叶

を

増

や

す

」

ど

い

く

い

比

す

を

強

一

介

が

え

一

呉

な

総

て

一

ぷ

て

う

削

前

倒

臓

が

辻

絞

約

一

琉

約

一

的

考

一

誌

に

も

め

二

燃

え

を

致

べ

一

実

を

一

す

技

を

一

る

ス

ど

求

す

一

や

考

多

久

的

措

響

、

伐

の
一
れ
お
一
の
ど
一
ま
、
山
花
一
れ
一
ブ
な
を
ま
一
め
を

も

の

に

一

戸

、

な

一

き

方

対

一

さ

ブ

ト

浸

い

一

療

中

む

な

法

的

一

給

と

一

寸

る

に

一

発

て

ン

環

ム

ロ

一

震

対

熊

治

体

的

こ

一

遅

れ

誌

一

環

つ

イ

・

往

し

一

と

の

一

時

他

日

一

ハ

へ

の

一

は

さ

二

で

と

ポ

な

き

一

設

へ

も

た

を

一

り

埋

一

で

た

び

歩

に

ク

途

毅

一

路

求

で

し

等

一

都

調

一

時

立

ぜ

…

口

何

人

ノ

均

ほ

し

一

と

婆

市

出

ム

…

年

、

一

の

い

い

に

進

E
X

て
求
一
{
吃
た

お

さ

テ

…

お

京

一

そ

凶

吋

万

世

か

チ

全

災

一

在

し

l
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j

 

長

一

究

交

て

)

一

研

印

川

ふ

吋

へ

4
U

事

設

計

士

縁

関
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1
1
1
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介
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1
1
1
J
I
l
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仁

ホ
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i
lぃ
I
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-
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i
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テ

冷

ょ

う

記

市

合

税

約

一

V
V

川市

f
け

附

光

州

滞

ん

打

点
長

j
h
f

羽

野

を

設

れ

を

叫

刊

で

い

録
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内容

楽しい子ども会を

つくろう

カをあわせて計磁を

やっとげるにJ立

寺ャンブを楽し〈

( 1 f告28)

活空bをふりかえって
(季語鴎づくり)

!芋ってみよう

心をよめて

月日

.6丹1日

6 Jl29日

12日7月13日

子ども金

5.61:f:生5刑事金拳加者
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渉
隊
出
淵
の
汚
れ
は
、
滋
樹
臓
か
ら
一
滅
的
抗
出
山
る
慾
滋
総
帥
附
氷
ガ
常
時

自
な
附
附
蹴
闘
は
絞
っ
て
い
る
と
数
わ
れ
て
い
殺
す
が
、
あ
獄
だ
の
ど

R
一
慾
総
判
、
同
跡
、
減
仙
川
相
忽
務
M
e
ぷ
常
務
柏
村
い
は
し
て
ゆ
く
絞
め
は
、

ど
の
よ
う
…
は
し
て
い
絃
ぜ
か
。
(
絞
殺
窃
世
帯
〉

。%

増える自転車の盗難

をつ

本
的
帆
燃
料
限
付
制
川
口
門
と
も
1
0
0
0

330 

A
5
8
5
R
出
登
録
料
打
で

5
年
間
有
効
で
す

ぺ一戸川

れ

句

協

潜

入

ふ

る

後

〈

星

学

ラ

謀

者

一

め

づ
い

a

タ

る

ぺ

t
料
水
閥
的
治
的
調
が
う
か
か
え
守
怖
と
〈
に
ま
ー
え
れ
て
ほ
し
い
市

〈
臨
機
努
味
人
ま
ポ
お
領
土
人
暗
ま
す
。
…
万
、
立
川
防
州
大
対
抗
と
し
て
は
、
次
の
お
納
付

品

開

鵠

霊

遜

老

集

ス

密

寝

袋

後

そ

性

で

は

…

一

人

前

相

高
齢
化
社
会
に
向
け
努
伎
で
は
よ
へ
ら
し
、
円
相
た
き
り

E
人
対
策
」
へ
向
勝
附
戸
川

ポ
l
ツ
レ
ク
リ
ェ

i
ン

ヨ

ン

祭

玄

笠

が

多

く

あ

げ

ら

れ

て

い

ま

す

野

女

6

C

一

山

札

「
融
く
場
」
や
「
医
護
施
設
」
へ
多
い
要
望
一
一
二
工
一
川

o
E
C
(
「

保

ブ

接

持

金

援

査

鶏

~

問

先

経

将

h
m
M引
組

p
判

別

措

掛

主

巻

市

明

〉

前

町

山

笠

提

?

穣

検

411

祭

事

d

宜

消

枇

削

仲

間

関

m

密

急

増

港

建

そ

汚
染
防
止
に
泣
多
く
の
市
民
が
協
力
的

。一

M

g

河
川
や
淑
な
れ
ど
を
き
れ
い
に
し
て

部
「

6

お

い

く

た

め

に

告

字

抵

で

行

っ

て

い

る

日

一

こ

と

と

し

て

ζ

守

一

三

を

流

さ

な

い

」

一

っ

俊

朗

請

の

食

用

油

主

ど

を

流

さ

な

一

い

L

「
有
リ
ン
洗
剤
な
ど
は
あ
ま
り

同
医
わ
な
い
」
な
ど
が
多
く
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
ナ
っ

一
五
、
「
ま
っ
た
く
何
も
し
て
い

な
い
」
は
金
体
の
わ
ず
か
2
・
2
%

主
少
な
〈
、
多
〈
町
市
災
が
門
染
防

止
に
協
カ
的
で
あ
る
ニ
止
が
わ
か
り

護
法
、

室
、
討
議
選
中
で
遜
年
齢
者
の
劇
割
合
沼
海
く
怒
り
、
官
時
節

3

%

従属
E

に
絞
る
と
い
お
れ
て
い
設
そ
こ
の
高
齢
化
社
品
置
に
む

担
げ
て
合
後
ど
の
よ
う
浴
点
乞
カ
を
入
れ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と

時
相
い
殺
す
か
。
〈
櫛
概
柑
叫
例
制
慣
習
)

特
例
険
防
相
対
‘
い
紅
白
布
〕

市弘之
M
m
E
9
%
」

歳

出
向
め
な
倹
制
一
川
沼

市
内
宍
日
明
(
H
H
E
7

%
~
一
本
起
矧
叫
吋

川日持
3

町内山
h
l

刊附

E

。u寸一
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約は慎重に

vr お

豆至

tt 

女
絡
が
お
同
町
、
山
手
一
迫
仁
入
り
子
育
て

に
追
わ
れ
る
持
R
。
加
円
か
に
チ

F

レ
シ

J

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
ム
ク
ム
ク

え
守
械
と
山
知
介
す
る
長
持
久
美
子
さ

ん
も
そ
ん
な
お
母
さ
ん
の
り
と
り

G

Huq潟
、
総
絡
を
陣
内
に
東
ト
引
か
ら
我

小
川
千
日
部
生
め
げ
抗
期
町
在今

回
リ
初
め
ど
、
た
京
日
制
:
お
子
一
川
ゃ
ん

は
山
例
年
一
一
一
知
い
」
に
山
間
か
つ
い
た
ヮ

一
民
持
さ
ん
か
訴
を
応
募
し
た
の
は
、

h
h
a
M

金
頁
の
敗
訴
帯
絞
「
歌
議
バ
ラ
エ

テ
ィ

L

灯
、
訟
の
誌
へ
は
ソ
ス
ナ
か

S
一
ら
寄
せ
ら
れ
た
お
の
挺
禿
作
に
、
フ
口

一
円
作
品
出
家
が
品
聞
を
つ
け
、
歌
っ
て
紹
介

5
一
す
る
コ
ー
ナ
ー
だ
ι

総
一
作
ザ
部
品
白
川
ぺ
古
川
集
域
忽
明
い
の
よ
と

Q
d
山

ー
一
ソ
ト
で
い
相
ら
れ
る
さ
と
う
才
準
さ
ん

計
三
き
と
っ
ち
ん
り
わ
秋
、
や
」
吹
き
出
み
、
故

{
 

7
日
以
内
は
無
条
性
解
約

ク
i
uツ
ン
グ
・
オ
フ
制
産

消費生活語該12富シザーズ

鶴
湾
問
口
悶
帯
で
は
、
消
資
金
漁
相
餓
仁
寄
せ
ら
れ
た
身
近
主
事
制
問
を
必
揖

策
金
滋
檎
絞
ノ
i
k
γ

し
と
し
て
げ
悶
ケ
リ
ー
ズ
で
、
み
な
会
ん
に
ご
間
関
介

し
て
い
ま
す
。

脚
蹄

2
附
削
除
は
ク

t
リ

νグ
・
オ
フ
制
緩
に
つ
い
て
で
す
。

ニ
の
制
制
緩
は
、
消
蜘
賦
畿
の
傑
臨
開
企
ぽ
問
的
と
し
て
殺
け
ら
れ
が
…
も
的
で
す
。

容
島
‘
鳥
な
た
も
勉
強
し
て
、
賢
い
鴻
熊
綴
じ
・

6
0
2務
総
母
一
淡
綴
M
M

〔
絡
組
問
内
容
}

訪
問
川
販
売
で
中
学
生
府
内
学
則
同
教
付

(
訂
万
m
門
)
の
購
入
契
約
を
結
び
、
頭

金
1
万
m
門
を
支
払
っ
た
。
1
週
間
以
内

や
が
よ
一
つ
が
な

〔間出答〕

訪
問
問
同
棋
士
完
で
は
、
治

資
告
が
セ
ー
ル
ス
ず
ン

の
う
ま
い
絡
に
の
せ
ら

れ
て
、
開
購
入
意
士
事
が
不

安
定
な
ま
ま
契
約
し
て

し
寺
ヲ
ふ
と
が
多
〈
、

後
に
な
っ
て
解
約
な
ど

自作の詩i二、プ伐の
作曲家の鴎がついた。

長井久英子叱(恥

ー
あ
兄
ち
ゃ
ん
は
四
年
一
一
一
一
総
L

ブ
ル

l
ベ
リ
I
ジ
ャ
ム
を

お
日
の
ま
わ
り
に
い
っ
ぱ
い
つ
持
て

パ
ン
ケ
ー
キ
ほ
お
ば
っ
て
い
る
慾
も

も
う
す
ぞ
一
揖
ゐ
一

幼
殺
閣
で
は
汝
串
車
4

需品揖

縁
地
慰
さ
れ
て
も
州
内
じ
も
縫
え
ず

ド
ッ
N
V
ポ
ー
ル
も
綴
戦
ド
ン
も

お
縫
的
ず
み
で
気
て
い
る
だ
け

お
円
凡
各
ゃ
ん
は
お
父
ち
ゃ
ん
は
心
絞
年
ん
だ

小
噂
枝
は
事
び
し
い
ぞ

強
い
や
つ
が
い
っ
ぱ
い
い
る
ぞ

い
じ
め
ら
れ
つ
子
に
だ
同
り
は
牟
る
牟
ょ

や
ら
れ
そ
う
に
主
っ
た
そ
の
持
拡

は
っ
き
nvそ
い
つ
に
言
っ
て
や
れ

お
兄
ち
?
ん
は
四
年
一
一
一
総

5月27日から

指定日に受検ください。

V いい磁てcVへ持ま 次

z e ZPZ霊?ぞi言25
輩 Z 472 t 問主義ま
ド量片手:宣告
言童 三言塁言 三塁汲九議

だき持場料?畿
〈 で 3 霊長詮

さ主ま I腎を を
v 

f!l J:l I #<~~場|対象滋際
i 5月27日i:klI市佐支所|事佐、絞殺々隠

i 5月28日制|潟北地区公炭鉱

15月29日(村|保健セン 7ー|湖北台

!5月初日働|中央公民館

6月2日切|市役所本庁

6見4日制|市役所本庁 脱検 者

な
ら
ク
ー
リ
シ
ダ
・
オ
フ
は
よ
り
仰
解
約

で
き
る
と
い
一
ヲ
鋭
部
長
知
人
に
糊
開
い
た
~
が
、

と
の
よ
う
字
削
制
定
な
の
か
e

乎
絞
き
の
を
め
〈
る
ト
ラ
プ
ル
が
生
と
る
こ
と
か
た
だ
し
、
次
待
機
合
同
M

ク
i
リ

ν
グ
〈
州
側
鎖
家
よ
り
)

方
法
も
教
え
て
ほ

L
い
二
M
M
歳
:
一
策
総
)
止
す
な
〈
あ
り
ま
せ
ん
。
-
オ
フ
は
同
線
同
開
さ
れ
ま
ぜ
ん
お
二
め
紛
絞
殺
も
、
ク

1
uソ
ン
グ
・
オ

こ
の
た
め
、
訪
問
肌
売
法
ご
は
、
総
必
高
崎
泌
を
受
付
殺
り
代
念
も
余
倫
相
…
支
プ
の
や
統
塾
長

-ro、
州
刷
会
的

1
万
m
門

約
安
等
を
受
け
取
っ
た
U
ヰ
与
閥
抗
的
て
7

払

っ

た

場

合

。

も

脇

町

市

中

迎

巡

さ

れ

ま

し

た

口

日
以
内
は
、
書
頭
に
よ
り
無
条
件
で
製
品
W
A
同
校
日
岡
町
帥
閥
均
膜
食
品
、
化
被
品
等
)
二
円
制
度
は
、
消
崎
町
会
後
議
の
付
制
約

約
の
解
除
等
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
で
使
尽
し
て
し
ま
ヲ
た
部
分
。
で
設
け
ら
れ
た
も
め
亡
す
か
、
浪
費
者

こ
の
制
度
を
ク

l
リ
ン
グ
・
ォ
7
(
一
昭
一
③
指
定
務
誌
の
臨
時
入
契
約
以
外
的
契
約
も
ル
契
約
は
慎
重
に
ω

と
い
う
き
都
戒
を

を
冷
や
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